
エコな地域づくり事業（制服等譲渡会）の概要
（平成３０年度事業開始）

【開催実績（制服等譲渡会）】 (譲渡数単位：着）

開催日 譲渡数 制服譲渡会以外の取り組み

平成 30年 未開催 －
２R勉強会、生ごみ堆肥化講習会（２回）、譲り品受渡し会（２回）、譲り品情
報掲示板

令和 元年 未開催 － 譲り品受渡し会（１回）

令和 2 年 R3.3.7 34 譲り品情報掲示板

令和 3 年 R3.11.28 22 譲り品情報掲示板

令和 4 年 未開催 － ※制服等譲渡会に係る事業者との協働事業の協議のみ（補助金未申請）

令和 5 年 R5.11.26 22 譲渡制服展示（主に高校制服）

令和 6 年 R6.11.24 23 譲渡制服展示（主に高校制服）

・過去、開催した譲り品受渡会の実施を検討してもよいが、労力が甚大で残品の管理等の問題がある。

・現在の物価高の世の中で、リサイクルショップなど民間事業者で中古業界の市場が拡大しており、学生服も
　中古品の購入者が増えてきたら、まち協としての実施は不要かもしれない。

・「譲り品情報掲示板」のような取組でよいかもしれない。

・中古品を売ればお金になる時代を考えると、全て無償での受渡しについては、時代に合わなくなってきてい
　る気がする。

・制服譲渡会で十分な制服数が集まらないことを考えると、この事業に見切りをつけることも必要。

進学する学校の決定時期に開催し、制服等譲渡会で残った制服や、新たに回収したもの等を展示し、希望者
が自由に持ち帰る取組。

～制服等譲渡会～

家庭で不要になった中学・高校の制服等を地域住民や卒業生から募集（寄付）譲渡会で譲り渡す取組。
譲渡方法についてR2、3は譲渡制服をリスト化し、小中学校を通じ希望者を募り譲渡していたが、R5、6からは
先着順に変更

年度

【前年度会議での意見等】
・学生服の譲渡に特化する必要はないのではないか。

市環境部や、専門的な知識等を有するマイスターを呼び勉強、講習を行う取組

～譲り品受渡し会～

家庭で不要となった品（制服含）を譲ってもらい回収し、受渡しを行う取組

～譲り品情報掲示板～

神楽市民交流センター、神楽岡地区センターに設置した「譲り品情報掲示板」により、当事者同士の責任にお
いて譲り品の受渡しを行う取組

～譲渡制服展示～

事業目的

地域住民に対し、ごみの発生抑制・再使用等の各種取組を実施することで意識の高揚を図り、ごみ減量化と
循環型社会の構築を推進する。

事業概要

・ごみ減量に関する講習会開催
・譲り品の受渡し会開催
・掲示板による譲り品等の情報提供（※神楽公民館との共催事業）
・制服譲渡会単独の開催は令和２年度から
・高校制服を中心に自由に持ち帰ることができるよう展示

取組内容

～２R勉強会、生ごみ堆肥化講習会～
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・学生服に特化する場合、PTA関係の協力で運営していく。

・制服販売が困難ならば、寄付や募金などで資金を増やす。

・譲り品の譲渡会などは受益者負担を検討する。

・使えそうな制服を増やすため、回収時期を、学校卒業式の直後に設定するなどする。

・制服購入の負担は大きく、金銭面を考えると、制服の譲渡会は今後も必要。

・市民が必要としているので今後も継続していく必要がある。

【過去の会議での意見等】


